
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

学力向上の土台は「読む力」にあり 〜家庭と学校で育む読書習慣〜 

教務主任 大野 朋子 
 

「学力とスマホ」「学力と読書」など、子供たちを取り巻く環境と学力の関係性は、多く

の研究で分析されており、関心の高いテーマとなっています。本校におきましても、毎年  

実施している各種学力調査や単元テストの結果を分析し、日々の授業改善に活かしておりま

す。現在は進級に向け、現学年で定着が不十分だった単元について、重点的な復習に取り組

んでいるところです。 

  

 本校の課題として、「条件に合わせて記述する力」や「文章を推敲する力」の弱さが挙げ

られます。これは国語科に限らず、算数科でも顕著に見られる傾向です。計算などの技能は

十分に定着していても、記述式の問題や文章題になった途端、手が止まってしまうケースが

見受けられます。調査問題では、あまりなじみの無い長文の設問が出題されます。内容は  

既習事項であっても、問題文が長いだけで「複雑そうだ」「難しそうだ」と思い込み、抵抗

感を抱いてしまうのです。また、漢字の読み書きの定着不足が影響している場合も少なくあ

りません。これは算数の知識不足というより、「何が問われているのか」を正しく読み取る

力に課題があると捉えています。子供たちが自信をもって学習に取り組むためには、すべて

の学習の基礎である「読む力（特に文脈から読み取る力）」を高めることが不可欠です。 

  

 そこで今年度は、文章読解への苦手意識を克服し、粘り強く考える土台をつくるため、特

に「読書活動」を大切にしてきました。「朝読書」の時間に教員も共に本を読んだり、日常

的に本を手に取りやすい環境を整えたりするなど、学校全体で意識を高めて取り組んでいま

す。また、司書教諭による図書イベントや、図書ボランティアの方々による読み聞かせなど、

読書への興味・関心を引き出す活動も継続いただいています。 

 読書には、以下のような効果があることが科学的にも証明されています。 

 

・集中力や想像力を育む 

・語彙を豊かにする 

・新しい知識を得たり、疑似体験を増やしたりする 

・心を落ち着かせる 

 

 近年、子供の読書離れが加速していると言われていますが、読書の効果は計り知れません。

成果はすぐにテスト等の点数として表れるものではありませんが、継続することで着実に

「学ぶ力」として蓄積されていきます。 

  

 ぜひ、ご家庭でもお子さんと一緒に「本のある時間」を楽しんでみてはいかがでしょうか。

読み聞かせはもちろん、同じ空間でそれぞれが本を読む「共読（きょうどく）」もおすすめ

です。「今はどんな本が面白いの？」と声をかけていただくだけでも、子供たちの励みに  

なります。本を通じて、お子さんと一緒に新しい発見をしていただければ幸いです。 

学校の教育目標 

○思いやりのある子 

○深く考える子 

○からだを鍛える子 とんけし 
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ホームページ http://www.noboribetsu.ed.jp/~tn_info/ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

３月の行事  
１日（日） ノーゲームデー １５日（日） ノーゲームデー 

２日（月） 返本週間（～７日） １６日（月） １～５年卒業式練習（２校時） 

３日（火） ６年生を送る会（中休み～３校時） １７日（火） Ｂ日課１～５年５時間・６年４時間授業 

４日（水） 鬼っ子算数教室⑩ １８日（水） 第９３回卒業証書授与式・Ｂ日課４時間授業 

９日（月） ＳＣ来校日（今年度最終） ２０日（金） 春分の日 

１０日（火） こぐま号１・３・５年 ２３日（月） Ｂ日課４時間授業・給食なし 

１１日（水） こぐま号２・４・６年 ２４日（火） 修了式・離任式 

１２日（木） 大掃除 ３月２５日～３月３１日 学年末休業 
４月 １日～４月 ６日 学年始休業 
４月７日（火）始業式 ４月８日（水）入学式 １３日（金） ５・６年卒業式練習（３・４校時） 

富岸小もちまき～頑張る子供サポーター～ 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

広がる・つながる校種間連携 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富岸小・青葉小６年生との外国語オンライン交流 
 
 
 
 
 
 
 
 
もみの木こども園との合同学習（がっこうたんけん） 


